
 

食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律（抄） 

（平成十二年六月七日法律第百十六号） 

 

（登録） 

第十一条 食品循環資源を原材料とする肥料、飼料その他第二条第五項第一号の政令で

定める製品（以下「特定肥飼料等」という。）の製造を業として行う者は、その事業場

について、主務大臣の登録を受けることができる。 

２ 前項の登録の申請をしようとする者は、主務省令で定めるところにより、次に掲げ

る事項を記載した申請書を主務大臣に提出しなければならない。 

一 氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名 

二  再生利用事業（特定肥飼料等の製造の事業をいう。以下同じ。）の内容 

三 再生利用事業を行う事業場の名称及び所在地 

四  特定肥飼料等の製造の用に供する施設の種類及び規模 

五  特定肥飼料等を保管する施設及びこれを販売する事業場の所在地 

六  その他主務省令で定める事項 

３ 主務大臣は、第一項の登録の申請が次の各号のいずれにも適合していると認めると

きは、その登録をしなければならない。 

一  再生利用事業の内容が、生活環境の保全上支障のないものとして主務省令で定

める基準に適合するものであること。 

二  前項第四号に掲げる事項が、再生利用事業を効率的に実施するに足りるものと

して主務省令で定める基準に適合するものであること。 

三  当該申請をした者が、再生利用事業を適確かつ円滑に実施するのに十分な経理

的基礎を有するものであること。 

４～６ （略） 

 

（登録の取消し） 

第十七条 主務大臣は、登録再生利用事業者が次の各号のいずれかに該当するときは、

第十一条第一項の登録を取り消すことができる。 

一  不正な手段により第十一条第一項の登録又はその更新を受けたとき。 

二  第十一条第三項各号に掲げる要件に適合しなくなったとき。 

三  第十五条第二項の規定による指示に違反したとき。 

四  この章の規定又は当該規定に基づく命令の規定に違反したとき。 

２ （略） 

 

 

 


